








































(2) 以上の議論の基礎として， Barnard[ 3 J Simon [16］および Tannenbaum[17］を
参昭。































































































































産出量 Qoと将来の産出量 Qiとの聞には一種のトレード・オフ関係があり， 経営者
の効用無差別曲線 II（それがし、かなる形をとろうとも〉と曲線 AAによって現在の
産出量 Qo＊が決定される。さらに，現在の粗利潤 RoとQoとの関係を示す利潤曲



























































に直面していると仮定しよう。ただし， ρ＝価格， QD＝需要量，またh bは




されるO 特に， QくQに対応する曲線CC は， Rを最低限利潤とすれば，
P＝＋十C• ・( 2) 
を示している。
さて，需要曲線と曲線 CC' C’との位置関係に関して，次の 3ケースが区
別されるO
(i) 需要曲線（D1D1つが C C＂と交点 E1をもっ場合O 企業は完全稼動状
態のもとで，価格を点 E1の水準（ρ；〉にきめ，最低限利潤を上回る利潤を実
現するO
(i) 需要曲線（D2Dのが CC と，かつそれのみと交点をもっ場合O 価格
は点 Ez( 2交点のうち，より小さいPに対応する点〉の水準（p；）にきめられ
合には，上の基準による産出量極大行動はボーモルの売上高極大行動と同ーの結果を










(i) 需要曲線（D3Dのが CC' C＂と交点をも式こなし、場合 O 等利潤曲線
R＝く？ーのQ………………………...・ H・－……………...・ H・－－………〔3〕


























































































qf＝－αP2十/3P1十b…………………...・ H ・H ・H ・..・ H ・H ・H ・..・ H ・（4.2)
である。ただし， α，[3,bは正のパラメターで， α＞戸であるO 第二に，両企
業は同ーの費用関数をもっO すなわち， qi＝企業iの産出量，を（＝＝企業 iの生


















当面，生産能力の制限を無視しよう。第2・1図等の曲線 A1A1＇と AzAz' 
は，それぞれ企業1と2の等利潤曲線，すなわち
r1=(P1ー の（－αPi＋~P2+b） ……...・ H・－－…………………………・・（5.1)





曲線 BiBi，は所与のわに対し， riを最大にする点（戸，， P2）の軌跡，す
なわち，
-2αPi+pPz+b＋αc=O・．．．．．．．．．．－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（6.1)
を示し，同様に曲線 BzBz＇は所与の Piに対して， rzを最大にする点（ρ，
Pz）の軌跡，すなわち，
-2αPz十/3Pi十b十αc=O・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・……・・・…・・．．．．．．．．．．・・・・・・（6.2)
を示している。曲線 AiAi，と AzAz＇のそれぞれの頂点 Tiと T2はそれぞ
れ曲線 BiBi，と BzBz＇上に存在するO
第2・4図に明示されている直線 DiO＇と D2O＇はそれぞれ（ 4.1）式と
(4.2）式において， qf=q!j-;:-.:QとおいたものであるO qfミOかつあと0であ
るから，点 （P1,Pz）は両直線に固まれる第1象限にのみ存在するO
さて，曲線 AiAi' Az Az＇の位置関係に関して次の4つのケースを区別す
ることヵ：で、きる。


































er〕 曲線 A1A1＇とA2A2＇とが 2つの交点をもち，かつ頂点 T1が直線
0 O' (45°線〉の下方に，頂点 T2がその左方に存在する場合（第2・2図〉。
〔E〕 曲線 A1A，と A2A2＇’とが 2つの交点をもち，かつ頂点 T，が直線
00＇の上方に，頂点れがその右方に存在する場合（第 2・3図〉。








































力が制約的となる場合には， 2つの安定的な均衡点は FiT2 E O＇上と F2Ti 
制）




























































































































を示し，これと y=rとの交点は，第2・1図の曲線 AiAi，と AzAz，との
45°線上以外での2交点に対応するO また曲線＠は
y=(P-c）｛ー〈α－~）ρ＋ b}














































こう。ニの仮定のもとでは，企業 tが所与の点（p;,p；） において， Jpiだけ価
格を変化させたときの想像












。 ， Il B1 M1 
第4図
しているO ただし，曲線 B1Bi’B2 B2＇は第2・1図等の同記号の曲線と同ー
であり，それぞれの上方と右方で Piとあのひき上げが行なわれる。また，
曲線 M1M1，と M2M2＇はそれぞれ










































。 A’l 屯iB1 
第5. 4図
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ケース〔町〕 （第5・4図〉では， ェジワース契約曲線 B1B2と曲線 A1
A1＇および AzAよとの交点をそれぞれ E1および Ezとすれば，一般的な協
調均衡点は太線の曲線部分 1E1 M E2 12上に存在することになるO
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